『アミスタッド』の作品構造の特質について--スピルバーグ監督のユダヤ的感性を巡って by 前田 譲治







　アメリカ合衆国で生育しアメリカ国籍を有する Steven Spielberg1  は、ウクライナからのユダヤ系
移民を祖父母（3 名）とする (Haskell 8-9)。彼は敬虔なユダヤ教徒の家庭で育っており(成田 32)、
一時的に Judaism と距離を置くものの(Dubner 230)、85 年にユダヤ教に再入信している(成田 32)。
また彼と結婚した非ユダヤ系の配偶者はユダヤ教に改宗しており、2 人のアフリカ系の養子も含め






























Washington は、“the most prominent statesmen of America’s revolutionary generation, responsible for the 
successful war for colonial independence from Great Britain, the liberal ideas celebrated in the Declaration 
of Independence, and the republican form of government defined in the United States Constitution” と規定
される Founding Fathers の最重要人物として現在のアメリカ人から一致して認識されている(Ellis 





　まずアメリカの独立・建国に多大な貢献をした Founding Fathers (Ellis 1)が多人数、作中で引用
されている。例えば自由黒人 Theodore Joadson が John Quincy Adams 元大統領（以下 JQA と略記）
に奴隷制廃止の正当性を力説する際には、その論拠として、Founding Fathers と、その一員で独立
宣言の草案に加筆を行った第 2 代大統領 John Adams（JQA の父）の、奴隷制を廃止すべきという
意向に言及している。後に JQA の自宅でジョッドソンが彼と 2 度目の対話を行う際にも、傍らの
ワシントンの上半身像が計約 28 秒、映し込まれている。さらにアミスタッド号で反乱を起こした
アフリカ人のリーダー Cinque が JQA の自宅を訪問した際にも、ジョン・アダムズと妻の Abigail 





は、ワシントンの他、独立宣言の草案を作成した第 3 代大統領 Thomas Jefferson、憲法の生みの
親たる第 4 代大統領 James Madison ら、複数の Founding Fathers が掲げた理想、さらには独立宣言
の理念を論拠としつつ、彼は弁護を展開する。その法廷にはワシントン、ジェファソンら複数の 
Founding Fathers の上半身像が配置され、JQA が 6 名に呼び掛けることにより、各石像の名称が明
示される。彼の弁論の最中には、法廷に置かれている独立宣言の文書の現物と、その脇に掲げられ











大な数の勲章を与えられ、Patrick Henry（Founding Fathers の一員）のような伝説的人物となれたは
ずだと主張している2。このように JQA は弁護に当たって、アフリカ人が起こした反乱をアメリカ
独立戦争の別形態として提示する戦略も採用している。以上の JQA が弁論を展開する場面は、メ
インストーリーの帰趨を完全に決定するため、“climactic” かつ “powerful” であると評価されている
(Baggett 162)。このような本作の最重要場面は、複数の経路を通してアメリカの独立・建国時にア
メリカ人観客の意識を誘う点にこそ、その本質がある。
　加えて作品終盤には、1861 年に勃発した南北戦争の戦闘シーンが約 15 秒登場する。ここで、最
高裁での JQA が、アフリカ人を釈放する判決が下った際に必然的に生じる内戦（南北戦争）を、自
由を求めた結果勃発した独立戦争を完遂させる戦争と位置付けていた点に注意したい。つまり弁
論において JQA は、来るべき南北戦争を独立戦争と同一視している。しかも、この修辞は JQA の
弁論の結語をなし、その結果、多大な存在感が付与されている。さらに、この結語で締められる
JQA の弁論は、大統領や国務長官の強い意向に背く形で、最高裁判事の 8 対 1 の多数決によって




　さらに、スペイン王女 Isabel II がアメリカ政府に送付する外交文書が一部分、彼女の朗読形式で
紹介される。短時間の彼女の朗読には、“Without it [slavery], we might have been denied the glory of 





2  シンケは下級審の最中に、“Give us us free” と被告席で繰り返し絶叫する。この発言は、独立戦争への準備の必要


































































の直後に、大統領選で落選し自失状態にある大統領 Martin Van Buren の幼児的な楽器遊びの様子が、
約 2 秒と約 21 秒挿入されている。ここで注意すべきは、本場面では終始、“the emotional thrust” 
(Walker 149)を示唆する “an African song”(Walker 148)が BGM として演奏されている事実だ 3。つ
まり、“a resounding climax”(Schickel 178)と評される、イギリス軍が絶対悪を撃滅する場面と調和
－ 55 －





















































の歴史教科書の選択肢は無限にあるが、教科書中のイギリスのイメージも “a monster of oppression 
and tyranny”(Gorer 29)と概括されている。小学校教科書の記述例を一つのみ参照しても、独立戦
争当時のイギリスは、 理不尽な要求を植民地アメリカに立て続けに突きつけ、理由なく植民地の
人々を虐殺する悪辣な存在として提示されている(Vardaman 36-38)。さらに、1812 年から 1814 年

















































して描かれているのは、彼が “political opportunists”(Barrow 309)である事実、“wrongful complicity 
of the president with the demands of the Spanish government”(Davis 91)、さらには国是の三権分立に反
する司法への介入である。ゆえに、それらの政治的瑕疵が、彼の落選理由であるとの漠然とした































































立へのスペインの貢献に焦点を当てた記述が、“General Bernardo de Gálvez led Spanish troops against 








6  この設定は、アミスタッド号の道中に関する、“less horrendous than their Middle Passage trip from Africa to the 
Americas on the Tecora” (Osagie 5) という史実と照応している。
7   このような教科書中のスペインのイメージと、本作中でイザベラⅡ世が読み上げる既出の外交文書における、“the 


















スピルバーグは 1984 年に自前の映画制作会社 Amblin Entertainment を設立するが、映画の制作費
に関しては Universal Studios からの出資を受けていた(Russell 48)。そのため Amblin Entertainment 
が『シンドラーのリスト』を制作した際は、Jurassic Park (1993) を先に監督すべしという制約を 
Universal Studios から課されている(McBride 416)。スピルバーグは自前の映画制作会社の設立後
も、完全に意のままに映画を制作できてはいない。その後、1994 年にスピルバーグ他 2 名は、大
手映画撮影所 Dream Works SKG をハリウッドに新規設立する。この会社は制作のみならず資金調
達や配給も行い (Schatz 37)、設立者 3 名に私的に所有されているため株主の意向を伺う必要がなく 
(Buckland 25)、創設者 3 名は “moneymen” の対極に立ち (Haskell 152)、“guided by taste rather than 
market dictates”(Haskell 153)という状況を享受できた。加えて会社は 3 名による所有でありながら
も “inextricably tied to Spielberg’s brand identity”(Buckland 22)という状況にあり、スピルバーグは監
督作の “executives” を兼ねることにより “total creative freedom” を享受していた(Morris 101)。この
ような、“a director in crucial ways” の立場と “his absolute authority”(Schatz 27)をスピルバーグに保

























れが生じた理由は、本作がスピルバーグ所有の DreamWorks SKG による制作（合作）である点を視
































当たっての “an additional incentive” となっている(Haskell 160)。加えてアフリカ系の養子を意識
したストーリーが、『アミスタッド』には含まれている(Dubner 231, Wasser 170)。さらにスピル
バーグは本作によってThe Color Purple(1985) における黒人描写への酷評を鎮めることも目指し 










フリカ人の処遇の描写に関して、“There are echoes of the Holocaust in the sight of black slaves dying of 
hunger or thirst before they reach their destination”(Haskell 160).と、ホロコーストのイメージが指摘









　スピルバーグの祖父母 3 名は、反ユダヤ主義の脅威や兵役を逃れるため(Haskell 8)、ロシアから
アメリカに移民している。仮に祖父母たちがアメリカに移民しなかった場合は、後にホロコースト







ラーのリスト』（1993 年公開）の撮影開始時の心境を、“. . . I realized that if I had been standing on that 
spot [Auschwitz] 50 years before, I too, most likely, would have been killed.  That thought never left my 









亡が生存の前提となった(Scheindlin 204-6, Wyman 5)事実である。他方その時期には、“As the war 
[World War Ⅱ] approached, no nation welcomed Jewish refugees” (Feingold 228).との指摘の通り、全諸
国がユダヤ系難民の受け入れを忌避している。そのような苦境に置かれたユダヤ系難民に対する
スペインの対応は、“Spain made it abundantly clear during World War Ⅱ that it did not want to shoulder 
any of the refugee burden” (Wyman 221).と指摘される。実際にスペインは、700 人の定員の難民収容
所に 3000 人以上を収容するなど、劣悪な環境の下に難民を拘束し(Shatzkes 126)、難民を飢餓状
態に陥れており(Sachar 242)、ユダヤ系難民の流入に対して明確な拒絶姿勢を示している。スペイ
ンは 1943 年以降に少数のユダヤ系難民を受け入れる際も、2 ヶ月以内にスペイン国外に退去する
という条件を付し(Wyman 280)、永住を禁じている(Sachar 242)。またスペインに入国できたスペ
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系難民の総数ですら 800 以下に留まった(アヴニ 301)。このようにスペインはユダヤ系難民に極め
て消極的な救済意欲しか示さず(Gerber 264)、第二次世界大戦の終戦後には 600 人のユダヤ系しか
スペイン国内に在住していなかった(Gerber 264)。
　次いでイギリスに目を向けると、ホロコーストにおける大量虐殺が始まる直前の 1938 年から
1939 年にかけての、ユダヤ系難民にとってのイギリスの位置付けは “The popular perception is that 





対するイギリスの世論は、“Publicity about the Holocaust was more widespread and cries for action more 
forceful in England than in the United States”(Wyman 104).というものであった。以上の結果、終戦














データを通してより客観的に把握できる。まず、ホロコーストの首謀者と看做される Adolf Hitler 
(Burrin 149) が政権を掌握し、ユダヤ系の財産没収やユダヤ系への暴行・略奪が展開した 1933 年
から 1938 年にかけて(大澤 122-61)、ナチスの影響下にあった地域からユダヤ系が逃亡した際の、
ヨーロッパ各国の受入数に注目したい。その数は、イギリス本国が約 5 万 2 千で最大だったのに対





ポルトガルですら約 1 万のユダヤ系を同時期に受け入れている(Scheindlin 207)。さらにマーチン・
ギルバートによると、同時期にイギリス統治下のパレスチナと南アフリカが、約 3 万 3 千と約 2 万




て、両者を峻別している (『ユダヤ人』120-21)。別資料の数値を参照すると、1933 年から 1940 年





　1982 年に小説 Schindler’s Ark (1982) の映画化計画がスピルバーグに持ち込まれた後、1983 年に
彼はホロコーストの生存者からの聞き取りを開始し(McBride 424)、映画化構想を 10 年間近くに
渡って練っている(Dubner 230)。つまり、スピルバーグがホロコーストを特段に意識する状況が長




その結果、本作は公開後に、“[T]he film tries to stick to all the available evidence, pictorial and verbal” 
(Bresheeth 206).と評価されている。加えて『シンドラーのリスト』を撮影中のスピルバーグに関して、
“Much of his [Spielberg’s] conversation is in the way of historical exegesis―he’s become quite a scholar of 






















　まず『アミスタッド』公開時の 1997 年と近接する 2002 年の世論調査によると、スペインでは








“[Spain’s] press and pulpit continued to disseminate anti-Jewish propaganda.” と指摘され、また Francisco 
Franco はイスラエルを抹殺せんとするアラブ諸国の努力を賞賛している(Sachar 242-43)。さらに時





寄付し、寄付金の一部 600 万ドルを活用し 1994 年に Survivors of the Shoah Visual History Foundation
を設立した(Haskell 144, 150)ことに注目したい。この財団は 50 ヶ国以上の 5 万 3 千人以上のホロ
コースト生存者の 30 ヶ国語以上のインタヴューを映像で記録し(Haskell 150)、それを基に 11 のホ
ロコーストのドキュメンタリーをスピルバーグは制作している(Russell 51)。以上のような活動を
スピルバーグは “ ‘the most important job I’ve ever done’ ” と捉え、“ ‘I’ve dedicated the rest of my life 

















ギリス首相チャーチルであった (Gartner 373, Johnson 505, Shatzkes 153) 事実も見逃すべきではな
い。なぜならば、そのような空爆はまさにスピルバーグが強く支持したユダヤ系に対する救命方法
(Schickel 161-62)だからだ。加えてチャーチルのユダヤ系難民の受け入れ姿勢に関しては、 “Winston 
Churchill, always a Zionist, favoured a larger Jewish intake” (Johnson 503).という指摘もある。対照的に、









アメリカの総人口は 393 万であった(猿谷 53)。他方、独立後にアメリカとなった北米イギリス植
民地におけるユダヤ系の人口は独立戦争時、約 3 千であり(Yaffe 4)、総人口の 0.1％にも満たなか
った。アメリカへのユダヤ系移民の圧倒的多数は 1880 年以降に東欧より到来しており(明石 98-
99)、ユダヤ系はアメリカの独立・建国の歴史との接点が皆無に等しい。実際に、スピルバーグの母










逸話からスピルバーグが受けた印象の強さは、彼の監督作の “filled with images of outsiders looking 
in” という作風の源泉となっている(Haskell 17)。このように、彼の作風を決定的に左右している
のは、ユダヤ系固有の過去なのだ。さらにスピルバーグは、“[H]e still feels like an outsider, indelibly 












登場の際のシンケは “animal-like”(Osagie 126) に描かれ、作中の “The tie between blackness and 
violence” は、“the mainstream American image of the black male body as violent” という偏見を強化す
る (Osagie 127) からだ。当然ながら、アフリカ系アメリカ人の本作への反応は、“[B]lack audiences 
were intensely negative―though not always in public . . .” (Friedman 270).と要約されている。以上の通
り本作においては、ハリウッド映画の最大の消費者であるアメリカ人観客の受けとめ方に対する配
慮が全般的に欠如している。ここでスピルバーグ監督作品の興行収入に関するデータ (Wasser 218-
19) を参照すると、 『アミスタッド』 は 4000万ドルの制作費に対して、 4200万ドルの興行収入（北米）
しか得ておらず、興行収入（北米）を制作費で除した際の数値が、彼の監督作の中でも有数の低さ
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